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知
っ
て
い
ま
す
か

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
皆
さ
ん
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
」（
以
下
、
民
生
児
童
委
員
）
を

ご
存
知
で
す
か
。
今
年
は
、
民
生
委

員
制
度
が
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
の

進
行
と
と
も
に
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
薄
れ
て
き
て
い
る
中
で
、
地

域
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
福

祉
の
担
い
手
と
し
て
活
動
す
る
民
生

児
童
委
員
に
密
着
し
、
そ
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

問
生
活
福
祉
課
☎
32-

２
０
６
４

つ
な
が
り
合
っ
て
地
域
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　民
生
児
童
委
員

　
津
山
市
民
生
児
童
委
員
連
合
協
議
会
会
長
の
髙
山
科
子
さ
ん
に
、
民
生
児
童

委
員
と
は
、
ど
う
い
っ
た
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
の
か

を
聞
き
ま
し
た
。

知っていますか　地域の身近な相談相手　民生委員・児童委員

「
地
域
の
つ
な
ぎ
役
」
民
生
児
童
委
員
の
活
動

　
民
生
児
童
委
員
は
、
広
く
地
域
の
実
情
に
通
じ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
熱
意
の
あ
る
人
な

ど
が
地
域
か
ら
選
ば
れ
、
現
在
、
津
山
市
で
は
２
８
３
人
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て

や
介
護
の
悩
み
、
高
齢
者
に
よ
る
生
活
の
不
安
な
ど
幅
広
い
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
を
見
守
っ
た
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
を
し
た
り
し
て
、「
地
域
の
つ
な

ぎ
役
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地域をいつも見守っています

家庭訪問・安否確認・生活状況
の把握をしています

福祉サービスの情報を提供し、
関係機関につなぎます

　地域住民の安心や安全を守るため、
担当地区を訪問して、犯罪や虐待の防
止につなげています。
　また、小・中学校での朝のあいさつ
運動や授業参観も行っています。

　一人暮らしの高齢者や生活上の問題を抱
えている人、子育て世代などの家庭に訪問
して、日常生活の悩みや心配ごとの相談を
受けたり、近況や急病に備えた連絡先を確
認したりします。

　相談内容は、子育て、介護保険、生活費、
家庭内の問題、年金・保険、健康づくり
などさまざまです。福祉サービスの情報
提供を行ったり、要望を関係機関や各団
体につないだりします。

城東25人
城西24人
城南27人
城北27人

城下16人
東部20人
西部24人

合計283人

南部21人
北部19人
加茂25人

阿波５人
勝北24人
久米26人

地区・人数
＊１　主任児童委員とは、児童福祉を専門
的に担当する人です。児童関係機関と連
携・調整を行い、各地域の民生児童委員
と協力して児童福祉を推進します

各地区の民生児童委員の人数（主任児童委員＊１を含む）

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

特 集特 集

津山市民生児童委員連合協議会
岡山県民生委員児童委員協議会
会長　髙山科子さん（山方）

　
民
生
委
員
は
、
地
区
か
ら
の
推
薦
を

受
け
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。
ま
た
、
児

童
福
祉
法
に
よ
り
、
子
ど
も
に
関
す
る

相
談
や
支
援
を
行
う
児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
、
全
国
一

斉
に
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

委
員
た
ち
は
「
こ
の
地
域
が
好
き
」

「
自
分
の
地
域
は
自
分
が
守
る
」
と
い

う
思
い
の
も
と
、
安
心
で
暮
ら
し
や
す

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
住

民
の
立
場
に
立
っ
た
、
身
近
な
相
談
相

手
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
平
成
７
年
に
民
生
児
童

委
員
に
な
り
、
20
年
余
り
に
わ
た
っ
て

地
域
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
虐
待
や

家
庭
内
の
も
め
事
な
ど
の
相
談
に
乗
っ

て
き
ま
し
た
。
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、

苦
労
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
相
談

に
乗
っ
た
人
た
ち
か
ら「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
を
言
わ
れ
る
た
び
に
、
人
と
人

を
感
謝
の
気
持
ち
で
つ
な
ぐ
素
晴
ら
し

い
活
動
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
が
発
祥
と
し
て
創
設
さ
れ
た

民
生
委
員
制
度
（
前
身
は
済
世
顧
問
制

度
）
は
、
今
年
５
月
12
日
で
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
現
代
で
は
家
族
関
係

が
希
薄
化
と
な
り
、
孤
独
死
や
介
護
放

棄
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い

ま
す
。
過
疎
化
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不
足
が
問
題

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
地
域
と
と
も
に
暮
ら
し
、
生
き
が

い
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

１
０
０
周
年
の
節
目
を
期
に
、
先
人
た

ち
が
築
い
て
き
た
こ
の
制
度
の
功
績
を

民
生
児
童
委
員
一
人
ひ
と
り
が
胸
に
刻

み
、
次
の
一
世
紀
へ
と
力
強
く
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

民
生
委
員
制
度
は
岡
山
県
が
発
祥

　
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）、
当
時
の

岡
山
県
知
事
が
大
正
天
皇
か
ら
「
県
下

の
貧
し
い
人
々
の
状
況
は
ど
う
か
」
と

尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
知
事
は
す
ぐ
に
県

内
の
貧
困
状
況
を
調
査
し
、
県
民
の
１

割
が
悲
惨
な
生
活
状
況
に
あ
る
こ
と
を

知
り
、
大
正
６
年
（
１
９
１
７
）
に
海

外
の
先
進
事
例
を
参
考
に
「
済
世
顧
問

制
度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
知
事
が
委

嘱
し
た
「
済
世
顧
問
」
が
貧
困
者
の
相

談
相
手
と
な
り
、
気
持
ち
を
和
ら
げ
た

り
、
物
を
斡あ

っ

旋せ
ん

し
た
り
し
て
貧
困
を
食

い
止
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
が
現
在
の
民
生
委
員
制
度
の
原
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
幸
せ
の
芽
生
え
を
示
す
四
つ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
と
民
生
委
員
の
「
み
」
の
文

字
、
児
童
委
員
を
示
す
「
双
葉
」
を
組

み
合
わ
せ
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
の
鳩
を

か
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
愛
情
と
奉
仕
を
表
し
、

民
生
児
童
委
員
に

配
ら
れ
る
バ
ッ
チ

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。


